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(57)【要約】
【課題】本発明は、表示画面を備えた電子機器に関し、
表示画面をいかなる向きに向けて把持してもホールド性
に優れる電子機器を提供することを目的とする。
【解決手段】板形状を有する筐体１１０の前面１１１の
うちの、側面１１２に隣接する周縁領域１１１ａを除く
領域に表示画面１２０が配備され、その周縁領域１１１
ａは、この周縁領域１１１ａを一周に渡って取り巻いて
形成され、オペレータによる摺動操作に応じたスクロー
ル情報を検出する検出部１１４１が配備された溝部１１
４と、この溝部１１４の下側に広がる一部領域１１１ｂ
とから構成されており、一部領域１１１ｂにおける右側
部分には、押ボタン式の５つのセキュリティ／タブレッ
トボタン１１１０が配備されている。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　板形状を有する筐体と、
　前記筐体の前面のうちの、側面に隣接する周縁領域を除く領域に配備された表示画面と
、
　前記周縁領域に、該周縁領域を一周に渡って取り巻いて形成された溝部とを備えたこと
を特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記表示画面が、ペンの接触あるいは近接を検出するペン入力機能を有するものである
ことを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項３】
　前記溝部に配備され、オペレータによる摺動操作に応じたスクロール情報を検出する検
出部と、
　前記検出部によるスクロール情報の検出を受けて、前記表示画面上の画像をスクロール
する表示制御部とを備えたことを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項４】
　前記検出部が、オペレータによる指での摺動操作に応じたスクロール情報と、オペレー
タによるペンでの摺動操作に応じたスクロール情報との双方を検出するものであることを
特徴とする請求項３記載の電子機器。
【請求項５】
　前記検出部が、前記溝部のうちの溝が縦方向に延びる部分と溝が横方向に延びる部分と
の双方に配備されたものであることを特徴とする請求項３記載の電子機器。
【請求項６】
　前記検出部が、前記表示画面の４つの角のうちのすくなくとも１つの角の近傍に配備さ
れたものであることを特徴とする請求項３記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示画面を備えた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示画面を備えた電子機器として、筐体の前面に広い表示画面を有し、キーボー
ドを有さずに全体が１つの板状に形成されてなり、その表示画面にペンを接触あるいは近
接させてその位置を認識させることにより指示を入力する形式の電子機器が開発され商品
化されている。このような電子機器として、例えば、処理能力が限られた手のひらサイズ
のタイプや、パーソナルコンピュータとしての処理能力を有するタブレット型のタイプ（
以下、このタブレット型のタイプをタブレットＰＣと略記する）などが知られている。
【０００３】
　このような電子機器は、携帯に便利な形状や機能を有し、屋内外に携帯しての使用が前
提の電子機器であるものの、特に上述したタブレットＰＣは、パーソナルコンピュータと
しての処理能力を有することから、携帯先から持ち帰った場合には机上での作業にも用い
るといった使用形態も想定された電子機器である。
【０００４】
　ここで、携帯しての使用が想定された、表示画面を備えた電子機器として、例えば、ロ
ボットの教示作業に用いる教示装置も知られている（例えば、特許文献１参照。）。この
特許文献１に提案された教示装置は、筐体の右肩部および左肩部に凹凸が形成されてなる
把持部が設けられ、さらに、筐体背面の、その把持部それぞれの対角位置近傍に凹所が設
けられた装置である。
【特許文献１】特開平９－８５６５９号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１に提案された教示装置によれば、上記凹凸が形成されてなる把持部や上
記凹所が設けられていることからこの教示装置を把持したときの安定性が確保され、凹所
と把持部との間を片手で抱え込んでの片手把持や、各把持部を掴んでの両手把持を確実に
行うことができる。
【０００６】
　ここで、表示画面を備えた電子機器における携帯に便利な機能として、例えば、表示画
面に表示させた画像全体の向きを操作に応じて切り替える機能が知られており、この機能
を有する電子機器では、表示画面を縦横双方の向きで利用することができる。
【０００７】
　ところが、このような電子機器に、上記特許文献１に提案された技術を適用しても、表
示画面を所定の一方向に向けて利用する場合を除いては、電子機器を把持したときの安定
性に欠けることとなる。
【０００８】
　また、電子機器を携帯するとき、常に電子機器を利用するときの向きで携帯するとは限
らず、上記特許文献１に提案された技術を適用しても、電子機器の携帯時に把持が不確実
となるおそれがある。
【０００９】
　本発明は、上記事情に鑑み、表示画面をいかなる向きに向けて把持してもホールド性に
優れる電子機器を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成する本発明の電子機器は、
　板形状を有する筐体と、
　上記筐体の前面のうちの、側面に隣接する周縁領域を除く領域に配備された表示画面と
、
　上記周縁領域に、この周縁領域を一周に渡って取り巻いて形成された溝部とを備えたこ
とを特徴とする。
【００１１】
　本発明の電子機器は、溝部が上記周縁領域を一周に渡って取り巻いて形成されているた
め、電子機器を把持したときにその溝部が指掛かりとして機能することとなる。従って、
本発明の電子機器によれば、表示画面をいかなる向きに向けて把持してもホールド性に優
れる。
【００１２】
　ここで、上記本発明の電子機器は、上記表示画面が、ペンの接触あるいは近接を検出す
るペン入力機能を有するものであることが好ましい。
【００１３】
　ペン入力機能を有する表示画面を備えた電子機器の中には、例えばタブレットＰＣのよ
うに、表示画面に表示させた画像全体の向きを切り替える機能を有し、表示画面を縦横双
方の向きで利用することができる電子機器がある。従って、このような好ましい形態によ
れば、表示画面を縦横双方のいかなる向きで利用してもホールド性に優れる。
【００１４】
　また、上記本発明の電子機器は、
　「上記溝部に配備され、オペレータによる摺動操作に応じたスクロール情報を検出する
検出部と、
　上記検出部によるスクロール情報の検出を受けて、上記表示画面上の画像をスクロール
する表示制御部とを備えた」
ことも好ましい形態である。
【００１５】
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　このような検出部と表示制御部とを備えた電子機器によれば、指掛かりとして機能する
上記溝部にその検出部が配備されているため、オペレータは手元を見ることなくスクロー
ル操作を行うことができ、操作性に優れる。また、このような好ましい形態によれば、検
出部が凸状部分に設けられた場合よりも誤操作の可能性が低い。
【００１６】
　また、上記本発明の電子機器のうちの上記検出部と上記表示制御部とを備えた電子機器
は、その検出部が、オペレータによる指での摺動操作に応じたスクロール情報と、オペレ
ータによるペンでの摺動操作に応じたスクロール情報との双方を検出するものであること
がさらに好ましい。
【００１７】
　このような好ましい形態によれば、指によるスクロール操作およびペンによるスクロー
ル操作の双方が可能であるため使い勝手がよい。
【００１８】
　また、上記本発明の電子機器のうちの上記検出部と上記表示制御部とを備えた電子機器
は、その検出部が、上記溝部のうちの溝が縦方向に延びる部分と溝が横方向に延びる部分
との双方に配備されたものであることがさらに好ましい。
【００１９】
　このような好ましい形態によれば、オペレータがスクロール操作を直感的に行うことが
できるため操作性がよい。
【００２０】
　また、上記本発明の電子機器のうちの上記検出部と上記表示制御部とを備えた電子機器
は、その検出部が、上記表示画面の４つの角のうちのすくなくとも１つの角の近傍に配備
されたものであることがさらに好ましい。
【００２１】
　このような好ましい形態によれば、オペレータが上記検出部の位置を認識し易いため使
い勝手がよい。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、表示画面をいかなる向きに向けて把持してもホールド性に優れる電子
機器が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００２４】
　ここでは、電子機器の一例として、筐体の前面（図１における上面）に広い表示画面を
有し、キーボードを有さずに全体が１つの板状に形成されてなり、その表示画面に専用ペ
ンを接触あるいは近接させてその位置を認識させることにより指示を入力する形式の、い
わゆるタブレット型パーソナルコンピュータ（以下、このタブレット型パーソナルコンピ
ュータをタブレットＰＣと略記する）について説明する。
【００２５】
　図１は、タブレットＰＣ１００を前面斜め上から見た外観斜視図であり、図２は、図１
に示すＡ部の拡大部分断面図である。また、図３は、図１に示すタブレットＰＣ１００を
オペレータが把持した状態を示す外観斜視図である。また、図４は、図１に示すＢ部の拡
大外観斜視図である。
【００２６】
　図１に示すタブレットＰＣ１００は、一般的なパーソナルコンピュータと同様の処理能
力を有し、内部にはハードディスク装置やＣＰＵ（中央演算処理装置）を備えている。
【００２７】
　また、このタブレットＰＣ１００は、図１に示すように、外観上、板形状を有し、樹脂
製部材からなる筐体１１０と、この筐体１１０の前面（この図１における上面）１１１の
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うちの、側面１１２に隣接する周縁領域１１１ａを除く領域に配備された表示画面１２０
とを備えている。この表示画面１２０は、専用ペン１３０（図３参照）の接触あるいは近
接を検出する、電磁誘導方式のデジタイザを備えた、ペン入力機能を有するものである。
尚、デジタイザとしては、いわゆるタッチパネルと称される抵抗膜方式のデジタイザも採
用可能である。
【００２８】
　また、図１，図２に示すように、筐体１１０の前面１１１の周縁領域１１１ａは、この
周縁領域１１１ａを一周に渡って取り巻いて形成された溝部１１４と、この溝部１１４の
下側に広がる一部領域１１１ｂとから構成されている。
【００２９】
　従って、図３に示すように、タブレットＰＣ１００を把持したときに溝部１１４が指掛
かりとして機能することとなり、表示画面１２０をいかなる向きに向けて把持してもホー
ルド性に優れる。
【００３０】
　図１，図４に示すように、この溝部１１４には、オペレータによる摺動操作に応じたス
クロール情報を検出する検出部１１４１が、表示画面１２０の４つの角のうちの右下の角
の近傍における、溝部１１４の溝が縦方向に延びる部分と溝が横方向に延びる部分との双
方に配備されている。尚、この検出部１１４１は、オペレータによる指での摺動操作に応
じたスクロール情報と、オペレータによる専用ペン１３０での摺動操作に応じたスクロー
ル情報との双方を検出するものである。また、このような検出部１１４１によるスクロー
ル情報の検出を受けて、表示画面１２０上の画像をスクロールする表示制御部１４０が、
筐体１１０に内蔵されている。
【００３１】
　従って、オペレータは手元を見ることなく検出部１１４１の位置を認識し、直感的にス
クロール操作を行うことができ、操作性に優れる。また、指によるスクロール操作および
専用ペン１３０によるスクロール操作の双方が可能であるため使い勝手がよい。また、検
出部が凸状部分に設けられた場合よりも誤操作の可能性が低い。
【００３２】
　また、溝部１１４のうちの右側上部および右側中央部には、タブレットＰＣ１００の各
種状態を表示する状態表示ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）１１４
２が備えられている。また、溝部１１４のうちの上側中央部には、スピーカ１１４３が備
えられており、このスピーカ１１４３の左隣には、後述するワイヤレスキーボードからの
赤外線信号を受信する受信部１１４４が備えられている。
【００３３】
　また、図１に示すように、筐体１１０の前面１１１の周縁領域１１１ａのうちの溝部１
１４の下側に広がる一部領域１１１ｂにおける右側部分には、押ボタン式の５つのセキュ
リティ／タブレットボタン１１１０が配備されている。これら５つのセキュリティ／タブ
レットボタン１１１０は、向かって右側から、第１ボタン１１１１、第２ボタン１１１２
、第３ボタン１１１３、第４ボタン１１１４、ＥＮＴボタン１１１５の順に並列配備され
ている。
【００３４】
　第１ボタン１１１１、第２ボタン１１１２、第３ボタン１１１３、および第４ボタン１
１１４のそれぞれは、オペレータによるログイン時におけるパスワード入力に用いるボタ
ンである。また、ＥＮＴボタン１１１５は、入力されたパスワードを確定する際に用いる
ボタンである。
【００３５】
　また、タブレットＰＣ１００を起動した後に第１ボタン１１１１を２秒以上押下し続け
ると、一般的なキーボードにおけるＣｔｒｌキーとＡｌｔキーとＤｅｌキーとを同時に押
下したときと同様の処理が実行され、システムを強制終了することができる。
【００３６】
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　また、タブレットＰＣ１００を起動した後に第２ボタン１１１２を押下する毎に、表示
画面１２０に表示された画像全体の向きが９０度切り替えられ、この表示画面１２０を縦
横双方の向きで利用することができる。
【００３７】
　上述したように、タブレットＰＣ１００には指掛かりとして機能する溝部１１４が備え
られているため、表示画面１２０に表示された画像全体の向きを所望の向きに切り替えて
表示画面１２０を縦横双方のいかなる向きで利用してもホールド性に優れる。
【００３８】
　また、第３ボタン１１１３および第４ボタン１１１４は、オペレータが所望の機能を割
り当てることが可能なボタンであって、タブレットＰＣ１００を起動した後に、予め所定
の機能が割り当てられた第３ボタン１１１３や第４ボタン１１１４押下し、ＥＮＴボタン
１１１５を押下すると、その割り当てられた機能が実行される。尚、このＥＮＴボタン１
１１５は、一般的なキーボードにおけるＥｎｔｅｒキーに相当するものである。
【００３９】
　図１に示すように、筐体１１０の側面１１２のうちの、向かって右側の右側面１１２ａ
には、上述した専用ペン１３０を収納するペン収納スロット１１２１と、その専用ペン１
３０に付けられたストラップを取り付けるストラップ取付穴１１２２とが備えられている
。また、この右側面１１２ａには、メイン電源をオンオフするスライド式の電源ボタン１
１２３も備えられている。さらに、この右側面１１２ａには、指紋を識別してユーザ認証
を行う指紋センサ１１２４、図示しないＰＣカードが挿入されるＰＣカードスロット１１
２５、図示しないスマートカードが挿入されるスマートカードスロット１１２６、図示し
ないＳＤメモリカードが挿入されるＳＤメモリカードスロット１１２７、および図示しな
いＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）ケーブルが接続される第１ＵＳ
Ｂコネクタ１１２８も備えられている。
【００４０】
　図５は、図１に示すタブレットＰＣ１００を上側側面から見た上側面図である。
【００４１】
　図５に示すように、筐体１１０の側面１１２のうちの、向かって上側の上側面１１２ｂ
には、図示しないＵＳＢケーブルが接続される第２ＵＳＢコネクタ１１２９、第３ＵＳＢ
コネクタ１１３０、および図示しないＩＥＥＥ１３９４ケーブルが接続されるＩＥＥＥ１
３９４端子１１３１が備えられている。また、この上側面１１２ｂには、タブレットＰＣ
１００に電力を供給する図示しない電源ケーブルが接続される電源コネクタ１１３２も備
えられているも備えられている。さらに、この上側面１１２ｂには、図示しないセキュリ
ティワイヤを固定するセキュリティワイヤロック取付穴１１３３、図示しないヘッドフォ
ンが接続されるヘッドフォン端子１１３４、図示しないマイクが接続されるマイク端子１
１３５、および図示しない外部ディスプレイに接続されたケーブルのＶＧＡコネクタが接
続される外部ディスプレイ端子も備えられている。尚、この外部ディスプレイ端子は、端
子カバー１１３６によって覆われている。
【００４２】
　図６は、図１に示すタブレットＰＣ１００を左側側面から見た左側面図である。
【００４３】
　図６に示すように、筐体１１０の側面１１２のうちの、向かって左側の左側面１１２ｃ
には、図示しないＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）ケーブルが接続され
るＬＡＮコネクタ、および図示しないモジュラケーブルが接続されるモデムコネクタが備
えられている。尚、このＬＡＮコネクタおよびモデムコネクタは、コネクタカバー１１３
７によって覆われている。また、この左側面１１２ｃには、後述するドッキングステーシ
ョン３００の案内部材３４０に配備された係合部３４１と係合する凹部１１３８が設けら
れている。
【００４４】
　図７は、図１に示すタブレットＰＣ１００を背面斜め上から見た外観斜視図である。
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【００４５】
　図７に示すように、筐体１１０の背面（この図７における下面）１１５には、後述する
ドッキングステーション３００（図１４参照）を接続するためのドッキングステーション
接続コネクタ１１５１が配備されている。
【００４６】
　図８は、図１にも示すタブレットＰＣ１００、およびこのタブレットＰＣ１００に装着
される筐体保護カバー２００を前面斜め上から見た外観斜視図であり、図９は、図８に示
す筐体保護カバー２００をタブレットＰＣ１００に装着した電子機器システム２０００を
前面斜め上から見た外観斜視図である。
【００４７】
　図８，図９に示すように、筐体保護カバー２００は、図１～図７を参照して説明したタ
ブレットＰＣ１００に着脱自在であって、このタブレットＰＣ１００の筐体１１０の側面
１１２を一周に渡って取り巻く、弾性部材からなるものである。
【００４８】
　従って、この筐体保護カバー２００をタブレットＰＣ１００に装着することによって、
そのタブレットＰＣ１００の操作性や可搬性の悪化を招くことなく落下や衝突等の衝撃が
緩和され、その衝撃からタブレットＰＣ１００を保護できる。特に、この筐体保護カバー
２００は弾性部材からなるものであることから、弾性部材からなる筐体保護カバー２００
が弾性変形することによって、落下や衝突等の衝撃が効率良く吸収されることとなる。さ
らに、タブレットＰＣ１００の筐体１１０は樹脂製部材からなるものであるが、樹脂製部
材よりも摩擦係数の高い弾性部材からなる筐体保護カバー２００をタブレットＰＣ１００
に装着することによってホールド性が向上する。また、この筐体保護カバー２００はタブ
レットＰＣ１００に着脱自在なものであるため、使用環境に応じてユーザが着脱を選択す
ることができ、そのタブレットＰＣ１００の大型化を招くことがない。さらに、この筐体
保護カバー２００をタブレットＰＣ１００に装着することによってデザインイメージの変
更を図ることができる。
【００４９】
　図１０は、図９に示す電子機器システム２０００を前面右側斜め上から見た外観斜視図
であり、図１１は、図９に示す電子機器システム２０００を前面上側斜め上から見た外観
斜視図であり、図１２は、図９に示す電子機器システム２０００を前面左側斜め上から見
た外観斜視図である。
【００５０】
　図１０～図１２に示すように、この筐体保護カバー２００は、図１に示す筐体１１０の
側面１１２のうちの右側面１１２ａに配備された指紋センサ１１２４、ＰＣカードスロッ
ト１１２５、スマートカードスロット１１２６、ＳＤメモリカードスロット１１２７、お
よび第１ＵＳＢコネクタ１１２８を覆うものである。また、この筐体保護カバー２００は
、図５に示す筐体１１０の側面１１２のうちの上側面１１２ｂに配備されたＩＥＥＥ１３
９４端子１１３１、セキュリティワイヤロック取付穴１１３３、ヘッドフォン端子１１３
４、マイク端子１１３５、および端子カバー１１３６を覆うものである。さらに、この筐
体保護カバー２００は、図６に示す筐体１１０の側面１１２のうちの左側面１１２ｃに配
備されたコネクタカバー１１３７を覆うものである。尚、これらのコネクタ等は、比較的
使用頻度が低いと想定されるものである。
【００５１】
　また、図１０～図１２に示すように、この筐体保護カバー２００は、筐体１１０の側面
１１２のうちの右側面１１２ａに配備されたペン収納スロット１１２１を露出させる第１
開口２１１と、その右側面１１２ａに配備された電源ボタン１１２３を露出させる第２開
口２１２とを有する。さらに、この筐体保護カバー２００は、筐体１１０の側面１１２の
うちの上側面１１２ｂに配備された第２ＵＳＢコネクタ１１２９および第３ＵＳＢコネク
タ１１３０の双方を露出させる第３開口２１３と、その上側面１１２ｂに配備された電源
コネクタ１１３２を露出させる第４開口２１４とを有する。尚、これらのコネクタ等は、
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比較的使用頻度が高いと想定されるものである。
【００５２】
　このように、筐体保護カバー２００は、筐体１１０の側面１１２に配備された複数のコ
ネクタのうちの比較的使用頻度が低いと想定されるコネクタ等を覆うとともに、比較的使
用頻度が低いと想定されるコネクタ等を露出させる第１開口２１１、第２開口２１２、第
３開口２１３、および第４開口２１４を有するものである。従って、この筐体保護カバー
２００をタブレットＰＣ１００に装着することによって、比較的使用頻度が少ないと想定
されるコネクタ等を粉じんや湿気から保護できる。また、筐体保護カバー２００をタブレ
ットＰＣ１００に装着した状態であっても、比較的使用頻度が高いと想定されるペン収納
スロット１１２１、電源ボタン１１２３、第２ＵＳＢコネクタ１１２９、第３ＵＳＢコネ
クタ１１３０、および電源コネクタ１１３２を使用することができる。
【００５３】
　図１３は、図９に示すＣ部の拡大外観斜視図である。
【００５４】
　図９，図１３に示すように、この筐体保護カバー２００は、５つのセキュリティ／タブ
レットボタン１１１０が配備された、筐体１１０の前面１１１の一部領域１１１ｂを覆う
前面被覆部２２０を有する。また、この前面被覆部２２０は、前面被覆部２２０に覆われ
た５つのセキュリティ／タブレットボタン１１１０である第１ボタン１１１１、第２ボタ
ン１１１２、第３ボタン１１１３、第４ボタン１１１４、およびＥＮＴボタン１１１５そ
れぞれの直上に、押下を受けて各セキュリティ／タブレットボタン１１１０を押下する膨
らみを有する。
【００５５】
　従って、筐体保護カバー２００をタブレットＰＣ１００に装着した状態であっても各セ
キュリティ／タブレットボタン１１１０の位置を認識して操作性良く各セキュリティ／タ
ブレットボタン１１１０を押下することができる。また、この筐体保護カバー２００をタ
ブレットＰＣ１００に装着することによって、各セキュリティ／タブレットボタン１１１
０を粉じんや湿気から保護できる。
【００５６】
　図１４は、ドッキングステーション３００を前面斜め上から見た外観斜視図である。
【００５７】
　図１４に示すドッキングステーション３００は、図１～図７を参照して説明したタブレ
ットＰＣ１００を着脱自在に保持するとともに、このタブレットＰＣ１００と図示しない
外部機器との間の信号入出力を仲介する接続装置である。
【００５８】
　このドッキングステーション３００は、土台部３１０と支持板３２０と接続部３３０と
案内部材３４０とを備えている。
【００５９】
　土台部３１０は、図示しないＵＳＢケーブルが接続される２つのＵＳＢコネクタ３１１
，３１２を備えたものである。
【００６０】
　図１５は、タブレットＰＣ１００を縦向きに保持する状態のドッキングステーション３
００を前面斜め上から見た外観斜視図であり、図１６は、タブレットＰＣ１００を縦向き
に保持する状態から横向きにに保持する状態へ移行させる過程の状態のドッキングステー
ション３００を前面斜め上から見た外観斜視図であり、図１７は、タブレットＰＣ１００
を横向きに保持する状態のドッキングステーション３００を前面斜め上から見た外観斜視
図である。
【００６１】
　図１５～図１７に示すように、支持板３２０は、土台部３１０に、この支持板３２０の
表面３２０ａの垂線のまわりに回動自在に連結されたものである。
【００６２】
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　従って、ドッキングステーション３００に、表示画面１２０を縦横双方の向きで利用す
ることができるタブレットＰＣ１００を装着した場合、その表示画面１２０に表示させた
画像全体の向きに応じて支持板３２０の向きを選択することができるため使い勝手がよい
。
【００６３】
　図１８は、図１４の線Ｄ－Ｄに沿った縦断面図である。
【００６４】
　図１４に示すように、接続部３３０は、支持板３２０の表面３２０ａに配備され、図７
に示すタブレットＰＣ１００の背面１１５に配備されたドッキングステーション接続コネ
クタ１１５１が接続されるものである。また、図１８に示すように、接続部３３０の両側
部の背面３３０ａが山形に形成されており、この接続部３３０が支持板３２０に弾性部材
３５０を介して埋設されている。これにより、この接続部３３０は、支持板３２０に、後
述する案内部材３４０に案内されたタブレットＰＣ１００の回動方向と同一方向に傾動自
在に配備されることとなる。
【００６５】
　従って、ドッキングステーション側接続部である接続部３３０とタブレットＰＣ側接続
部であるドッキングステーション接続コネクタ１１５１との接続の自由度が高いこととな
るため、その接続をスムーズに行える。
【００６６】
　また、土台部３１０にＵＳＢコネクタ３１１，３１２が備えられているため、このＵＳ
Ｂコネクタ３１１，３１２にＵＳＢケーブルを介して外部機器を予め接続しておくことに
より、タブレットＰＣ１００の机上使用と携帯使用との切り替えのたびに外部機器を直接
に着脱することなく、そのタブレットＰＣ１００をドッキングステーション３００に装着
することによって外部機器と接続されることとなる。そのため、タブレットＰＣ１００の
机上使用と携帯使用との切り替えを容易に実施することができ、使い勝手がよい。
【００６７】
　図１９は、図１４に示すドッキングステーション３００の案内部材３４０を回動させた
状態を前面斜め上から見た外観斜視図である。
【００６８】
　図１４，図１９に示すように、案内部材３４０は、支持板３２０の下端３２１に、この
下端３２１を軸としてその支持板３２０に接離する方向に回動自在に軸支されている。ま
た、この案内部材３４０は、タブレットＰＣ１００の左側面１１２ｃ（図６参照）に設け
られた凹部１１３８（図６参照）と係合する係合部３４１を有するものである。
【００６９】
　図２０は、離間状態を示す外観斜視図であり、図２１は、離間状態から装着状態への移
行途中の状態を示す外観斜視図であり、図２２は、装着状態である電子機器システム３０
００の外観斜視図である。
【００７０】
　図２０～図２２に示すように、この案内部材３４０は、タブレットＰＣ１００の着脱時
にこのタブレットＰＣ１００の下端面の一部分および背面１１５の一部分の双方に接し、
このタブレットＰＣ１００とともに回動して、このタブレットＰＣ１００の背面１１５が
支持板３２０の表面３２０ａに接するとともにこのタブレットＰＣ１００の背面１１５の
ドッキングステーション接続コネクタ１１５１が接続部３３０に接続された装着状態と、
このタブレットＰＣ１００の背面１１５が支持板３２０の表面３２０ａから離れるととも
にこのタブレットＰＣ１００の背面１１５のドッキングステーション接続コネクタ１１５
１が接続部３３０から離れた離間状態との間の、このタブレットＰＣ１００の回動を案内
するものである。
【００７１】
　従って、タブレットＰＣ１００が案内部材３４０に対して確実に位置決めされる。
【００７２】
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　また、この案内部材３４０は支持板３２０を一周に渡って取り巻いて形成されている。
そのため、タブレットＰＣ１００の背面１１５に接する面積が大きく、タブレットＰＣ１
００の回動を安定して案内することができる。
【００７３】
　図２３は、折り畳んだ状態のスタンド４００を前面斜め上から見た外観斜視図であり、
図２４は、展開した状態のスタンド４００を前面斜め上から見た外観斜視図である。
【００７４】
　図２３，図２４に示すスタンド４００は、図１～図７を参照して説明したタブレットＰ
Ｃ１００が立て掛けられる簡易スタンドである。
【００７５】
　図２３，図２４に示すように、このスタンド４００は、ベース板４１０と背面支持板４
２０と支持介在板４３０と前面支持板４４０とを備えている。
【００７６】
　ベース板４１０は、例えば机上などに平置きされるものである。また、スタンド４００
は、このベース板４１０が、左右方向に延在し前後方向に繰り返す凹凸形状を有し、後述
する支持介在板４３０の後端縁４３２をその凹凸形状の凹部４１０ａに受け入れるもので
ある。
【００７７】
　背面支持板４２０は、ベース板４１０の前端縁４１１から後方に下がった位置において
左右に延びる回動軸４１２の回りにそのベース板４１０に背面支持板４２０の前端縁４２
１が軸支されている。また、この背面支持板４２０は、ベース板４１０に平板状に重なっ
た平置き状態と、ベース板４１０から斜めに起き上がった複数の起き上がり状態との間で
回動自在であって、起き上がり状態においてタブレットＰＣ１００の背面１１５を支持す
るものである。また、この背面支持板４２０は、後述する支持介在板４３０が平置き状態
において嵌合する形状の開口４２０ａを有する。
【００７８】
　従って、スタンド４００を折り畳んだ際に嵩張ることが抑制され、コンパクトに携帯す
ることができる。
【００７９】
　支持介在板４３０は、背面支持板４２０が平置き状態にあるときのこの支持介在板４３
０の前端縁４３１がその背面支持板４２０に回動自在に軸支されたものであって、背面支
持板４２０に形成された開口４２０ａに嵌合する形状を有する。また、この支持介在板４
３０は、背面支持板４２０が平置き状態にあるときには、背面支持板４２０およびベース
板４１０とともに平板状に重なる。また、この支持介在板４３０は、背面支持板４２０が
起き上がり状態にあっては、回動して支持介在板４３０の後端縁４３２をベース板４１０
に形成された凹凸形状の凹部４１０ａに当接させることによって、背面支持板４２０とベ
ース板４１０との間に介在して、背面支持板４２０を、ベース板４１０に、起き上がり状
態に支持させるものである。
【００８０】
　従って、上記凹凸形状のいずれかの凹部４１０ａを選択して支持介在板４３０の後端縁
４３２を当接させることによって、背面支持板４２０の起き上がり角度を調節して所望の
起き上がり角度に支持することができる。そのため、立て掛けられるタブレットＰＣ１０
０の表示画面１２０を見易い角度にまで起立させて専用ペン１３０による入力操作を行な
うことができ、使い勝手がよい。
【００８１】
　前面支持板４４０は、ベース板４１０の前端縁４１１と背面支持板４２０の前端縁４２
１との間に配置されている。また、この前面支持板４４０は、前面支持板４４０の前端縁
４４１がベース板４１０の前端縁４１１に沿ってベース板４１０に軸支され、ベース板４
１０に平板状に重なった平置き状態と、そのベース板４１０から所定角度だけ起き上がっ
て、起き上がり状態にある背面支持板４２０に背面１１５が支持された状態のタブレット
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ＰＣ１００の前面下部に前面支持板４４０の後端縁４４２が当接してそのタブレットＰＣ
１００前面下部を支える起き上がり状態との間で回動するものである。また、この前面支
持板４４０には、後述するキーボード５００の下に当該スタンド４００を固定するための
バカ穴４５０が設けられている。
【００８２】
　このようなスタンド４００によれば、このスタンドの構成要素であるベース板４１０、
背面支持板４２０、支持介在板４３０、および前面支持板４４０のそれぞれが、このスタ
ンドを折り畳んだ際にベース板に平板状に重なることとなるため、嵩張ることが抑制され
、携帯性に優れる。
【００８３】
　図２５は、キーボード５００を前面斜め上から見た外観斜視図である。
【００８４】
　図２５に示すキーボード５００は、操作キー５１０が前面に配列され、キー操作に伴う
キー入力情報をタブレットＰＣ１００に無線で送信するワイヤレスキーボードである。
【００８５】
　図２６は、図２５に示すキーボード５００の下にスタンド４００をネジ６００で固定し
た状態を背面斜め上から見た外観斜視図である。
【００８６】
　図２６に示すように、このキーボード５００には、背面にネジ穴５２０が設けられてい
る。また、図２３，図２４を参照して説明したスタンド４００を、キーボード５００のネ
ジ穴５２０を使ってキーボード５００の下にネジ６００で固定することができる。
【００８７】
　従って、スタンド４００をキーボード５００とともに携帯する場合であっても嵩張るこ
とが抑制され、高い携帯性が確保される。
【００８８】
　図２７は、図２６に示すキーボード５００を、タブレットＰＣ１００がドッキングステ
ーション３００に装着された電子機器システム３０００とともに使用する状態を前面斜め
上から見た外観斜視図である。
【００８９】
　図１４～図２２を参照して説明したドッキングステーション３００にタブレットＰＣ１
００が装着された電子機器システム３０００を、スタンド４００が下に固定されたキーボ
ード５００とともに用いる使用形態では、上述したようにキーボード５００の下にスタン
ド４００が収納されていても嵩張ることが抑制されることから、ユーザはスタンド４００
が収納されたキーボード５００を違和感なく操作することができる。
【００９０】
　図２８は、図２６に示すスタンド４００の背面支持板４２０をキーボード５００の下か
ら取り出す過程の状態を前面斜め上から見た外観斜視図であり、図２９は、図２８に示す
状態を背面斜め上から見た外観斜視図である。また、図３０は、図２６に示すスタンド４
００の背面支持板４２０がキーボード５００の下から取り出された使用状態を前面斜め上
から見た外観斜視図であり、図３１は、図３０に示す使用状態を背面斜め上から見た外観
斜視図である。また、図３２は、図３０に示す使用状態において背面支持板４２０を起き
上がり状態に支持させた状態を前面斜め上から見た外観斜視図である。
【００９１】
　図２８～図３２に示すように、このスタンド４００は、そのネジ６００を緩めた状態で
、スタンド４００を、キーボード５００の下に収納された収納状態と、上記ベース板４１
０の前端縁４１１がキーボード５００の下に残るとともに上記背面支持板４２０がキーボ
ード５００の下から取り出された使用状態との間で回動させるバカ穴４５０を有する。
【００９２】
　図３３は、図３２に示すスタンド４００にタブレットＰＣ１００を立て掛けた電子機器
システム４０００を前面斜め上から見た外観斜視図である。
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【００９３】
　キーボード５００の下にネジ６００で固定されるスタンド４００は、そのネジ６００を
緩めた状態で、上記収納状態と上記使用状態との間で回動させるバカ穴４５０を有するた
め、必要に応じてスタンド４００の背面支持板４２０をキーボード５００の下から容易に
取り出すことができ、使い勝手がよい。また、キーボード５００の下から取り出されたス
タンド４００の背面支持板４２０を起き上がり状態に支持させ、このスタンド４００にタ
ブレットＰＣ１００を立て掛けると、立て掛けられた状態のタブレットＰＣ１００の前面
下部にキーボード５００の後端縁が当接してそのタブレットＰＣ１００前面下部を支える
こととなるため、そのタブレットＰＣ１００をノート型パーソナルコンピュータのような
形態で使用することができる。さらに、スタンド４００の背面支持板４２０を必要に応じ
てキーボード５００の下から取り出して起き上がり状態に支持させ、このスタンド４００
にタブレットＰＣ１００を立て掛けることによって、キーボード５００とタブレットＰＣ
１００とを有線接続することなくキー入力可能となるため、使い勝手がよい。
【００９４】
　尚、上述した実施形態では、電子機器の一例としてのタブレットＰＣについて説明した
が、これに限られるものではなく、処理能力が限られた手のひらサイズのタイプの電子機
器であっても、本発明を適用することができる。
【００９５】
　また、上述した実施形態では、オペレータによる指での摺動操作に応じたスクロール情
報と、オペレータによるペンでの摺動操作に応じたスクロール情報との双方を検出する検
出部について説明したが、これに限られるものではなく、オペレータによる摺動操作に応
じたスクロール情報を検出する検出部であればよい。
【００９６】
　また、上述した実施形態では、溝部のうちの溝が縦方向に延びる部分と溝が横方向に延
びる部分との双方に配備され、さらに表示画面の４つの角のうちのすくなくとも１つの角
の近傍に配備された検出部を例にして説明したが、これに限られるものではなく、検出部
は溝部に配備されたものであればよい。
【００９７】
　また、上述した実施形態では、スタンドの支持介在板が、背面支持板に回動自在に軸支
されたものである例について説明したが、支持介在板は、これに限られるものではなく、
背面支持板および前記ベース板のうちの一方に回動自在に軸支されたものであればよい。
【００９８】
　また、上述した実施形態では、スタンドのベース板が、左右方向に延在し前後方向に繰
り返す凹凸形状を有し上記支持介在板後端縁をその凹凸形状の凹部に受け入れるものであ
る例について説明したが、ベース板は、これに限られるものではなく、支持介在板後端縁
を支持する支持部を前後方向に複数箇所有するものであればよい。
【００９９】
　また、上述した実施形態では、スタンドは、背面支持板が開口を有し、前記支持介在板
が平置き状態において該開口に嵌合する形状を有するものである例について説明したが、
スタンドは、これに限られるものではなく、平置き状態にある背面支持板と支持介在板と
の双方が直接に前記ベース板上に配置されるように平板的な重なりを避けた形状を有する
ものであればよい。
【０１００】
　また、上述した実施形態では、キーボードがワイヤレスキーボードである例について説
明したが、キーボードは、これに限られるものではなく、いかなるキーボードであっても
よい。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】タブレットＰＣを前面斜め上から見た外観斜視図である。
【図２】図１に示すＡ部の拡大部分断面図である。
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【図３】図１に示すタブレットＰＣをオペレータが把持した状態を示す外観斜視図である
。
【図４】図１に示すＢ部の拡大外観斜視図である。
【図５】図１に示すタブレットＰＣを上側側面から見た上側面図である。
【図６】図１に示すタブレットＰＣを左側側面から見た左側面図である。
【図７】図１に示すタブレットＰＣを背面斜め上から見た外観斜視図である。
【図８】図１にも示すタブレットＰＣ、およびこのタブレットＰＣに装着される筐体保護
カバーを前面斜め上から見た外観斜視図である。
【図９】図８に示す筐体保護カバーをタブレットＰＣに装着した電子機器システムを前面
斜め上から見た外観斜視図でである。
【図１０】図９に示す電子機器システムを前面右側斜め上から見た外観斜視図である。
【図１１】図９に示す電子機器システムを前面上側斜め上から見た外観斜視図である。
【図１２】図９に示す電子機器システムを前面左側斜め上から見た外観斜視図である。
【図１３】図９に示すＣ部の拡大外観斜視図である。
【図１４】ドッキングステーションを前面斜め上から見た外観斜視図である。
【図１５】タブレットＰＣを縦向きに保持する状態のドッキングステーションを前面斜め
上から見た外観斜視図である。
【図１６】タブレットＰＣを縦向きに保持する状態から横向きにに保持する状態へ移行さ
せる過程の状態のドッキングステーションを前面斜め上から見た外観斜視図である。
【図１７】タブレットＰＣを横向きに保持する状態のドッキングステーションを前面斜め
上から見た外観斜視図である。
【図１８】図１４の線Ｄ－Ｄに沿った縦断面図である。
【図１９】図１４に示すドッキングステーションの案内部材を回動させた状態を前面斜め
上から見た外観斜視図である。
【図２０】離間状態を示す外観斜視図である。
【図２１】離間状態から装着状態への移行途中の状態を示す外観斜視図である。
【図２２】装着状態である電子機器システムの外観斜視図である。
【図２３】折り畳んだ状態のスタンドを前面斜め上から見た外観斜視図である。
【図２４】展開した状態のスタンドを前面斜め上から見た外観斜視図である。
【図２５】キーボードを前面斜め上から見た外観斜視図である。
【図２６】図２５に示すキーボードの下にスタンドをネジで固定した状態を背面斜め上か
ら見た外観斜視図である。
【図２７】図２６に示すキーボードを、タブレットＰＣがドッキングステーションに装着
された電子機器システムとともに使用する状態を前面斜め上から見た外観斜視図である。
【図２８】図２６に示すスタンドの背面支持板をキーボードの下から取り出す過程の状態
を前面斜め上から見た外観斜視図である。
【図２９】図２８に示す状態を背面斜め上から見た外観斜視図である。
【図３０】図２６に示すスタンドの背面支持板がキーボードの下から取り出された使用状
態を前面斜め上から見た外観斜視図である。
【図３１】図３０に示す使用状態を背面斜め上から見た外観斜視図である。
【図３２】図３０に示す使用状態において背面支持板を起き上がり状態に支持させた状態
を前面斜め上から見た外観斜視図である。
【図３３】図３２に示すスタンドにタブレットＰＣを立て掛けた電子機器システムを前面
斜め上から見た外観斜視図である。
【符号の説明】
【０１０２】
　１００　　タブレットＰＣ
　１１０　　筐体
　１１１　　前面
　１１１ａ　　周縁領域
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　１１１ｂ　　一部領域
　１１１０　　セキュリティ／タブレットボタン
　１１１１　　第１ボタン
　１１１２　　第２ボタン
　１１１３　　第３ボタン
　１１１４　　第４ボタン
　１１１５　　ＥＮＴボタン
　１１２　　側面
　１１２ａ　　右側面
　１１２ｂ　　上側面
　１１２ｃ　　左側面
　１１２１　　ペン収納スロット
　１１２２　　ストラップ取付穴
　１１２３　　電源ボタン
　１１２４　　指紋センサ
　１１２５　　ＰＣカードスロット
　１１２６　　スマートカードスロット
　１１２７　　ＳＤメモリカードスロット
　１１２８　　第１ＵＳＢコネクタ
　１１２９　　第２ＵＳＢコネクタ
　１１３０　　第３ＵＳＢコネクタ
　１１３１　　ＩＥＥＥ１３９４端子
　１１３２　　電源コネクタ
　１１３３　　セキュリティワイヤロック取付穴
　１１３４　　ヘッドフォン端子
　１１３５　　マイク端子
　１１３６　　端子カバー
　１１３７　　コネクタカバー
　１１３８　　凹部
　１１４　　溝部
　１１４１　　検出部
　１１４２　　状態表示ＬＥＤ
　１１４３　　スピーカ
　１１４４　　受信部
　１１５　　背面
　１１５１　　ドッキングステーション接続コネクタ
　１２０　　表示画面
　１３０　　専用ペン
　１４０　　表示制御部
　２００　　筐体保護カバー
　２１１　　第１開口
　２１２　　第２開口
　２１３　　第３開口
　２１４　　第４開口
　２２０　　前面被覆部
　２０００　　電子機器システム
　３００　　ドッキングステーション
　３１０　　土台部
　３２０　　支持板
　３２１　　下端
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　３２０ａ　　表面
　３３０　　接続部
　３３０ａ　　背面
　３４０　　案内部材
　３４１　　係合部
　３５０　　弾性部材
　３０００　　電子機器システム
　４００　　スタンド
　４１０　　ベース板
　４１０ａ　　凹部
　４１１　　前端縁
　４１２　　回動軸
　４２０　　背面支持板
　４２０ａ　　開口
　４２１　　前端縁
　４３０　　支持介在板
　４３１　　前端縁
　４３２　　後端縁
　４４０　　前面支持板
　４４１　　前端縁
　４４２　　後端縁
　４５０　　バカ穴
　４０００　　電子機器システム
　５００　　キーボード
　５１０　　操作キー
　５２０　　ネジ穴
　６００　　ネジ
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【図１６】 【図１７】
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